
名札の面積とその誤差
ー あなたの名札と隣の人の名札 面積同じ？ー

• ノギスの使い方（名札ケースの両辺の長さを測定）

• 読み取り誤差

• 間接測定

• 有効数字



23 mm以上、24 mm未満
（1 mm未満は分からない）

主尺（1 mm刻み）

副尺
「5.5」の副尺目盛が主尺目盛と一致
⇒ 0.55 mm

23 + 0.55 = 23.55 mm
ホチキスの針



0.05 mmまで読みとれる主尺と副尺
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副尺20目盛

= 39 mm

副尺1目盛

= 39/20 mm
= 1.95 mm

主と副のずれ
= 0.05 8 = 0.40 mm

ノギスを

完全に閉じた状態
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主尺

副尺

ノギスの読み

= 6 mm 
+ 0.70 mm

= 6.70 mm

6 mm 0.70 mm

0.05 mmを最小単位として長さを測れる
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ノギスの使い方 (教科書 p.93)



副尺の原理 (教科書 p.12)



• 読み取り誤差

1.85 mm

ある測定装置で長さを測定

(1) 一般的な場合

最小測定単位が0.01 mm
最小位の一つ下の位が四捨五入されている

1.845 mm < 真値 < 1.855 mm
⇒ 読み取り誤差が 0.005 mm

⇒ この値をどう解釈するか？

(2) ノギスでの測定結果の場合

最小測定単位が0.05 mm ⇒ 読み取り誤差が 0.025 mm
1.825 mm < 真値 < 1.875 mm



• 有効数字とは

測定結果などを表す数字のうちで，位取りを示すだけの0を
除いた，意味がある数字。（JIS Z8103 計測用語）

・12.3 mm 有効数字3桁
・12.300 mm 有効数字5桁
・0.0034 mm 有効数字2桁
・1203 mm 有効数字4桁
・1200 mm 有効数字4桁（あいまいな書き方）
・1.2×103 mm 有効数字2桁

日本工業標準調査会
http://www.jisc.go.jp/
から検索・閲覧可能



• 間接測定（a, bからSを求める）

a 
1.870 cm

b   2.360 cm

面積 S

物理量 ＝ 最確値 ± 誤差 (物理量の単位)

ノギスでの測定値 a = 1.870 cm
b = 2.360 cm

⇒ 面積 S = a × b = 4.4132 cm2 （最確値）

・ a, bの読み取り誤差が 0.0025 cm
1.8675 cm < a  < 1.8725 cm
2.3575 cm < b  < 2.3625 cm

4.4026 cm2 < S < 4.4238 cm2

S = 4.413±0.011 cm2

誤差は有効数字1桁か2桁。最確値は誤差の最下位の桁まで。

・ Sの誤差見積り

Sの上限- Sの最確値 4.4238-4.4132 = + 0.0106 cm2

Sの下限 - Sの最確値 4.4026-4.4132 = - 0.0106 cm2



副尺は角度測定でも使用！ （教科書 p.11）



角度の読み取り練習 （教科書 p.45）
「テーマＣ 水素原子スペクトル」より

主尺1目盛と副尺1目盛との角度差 ： 0.5– (14.5/30) = (1/60) = 1分

副尺30目盛 = 14.5 ⇒ 副尺1目盛 = (14.5/30)

156.5 + 29分 = 156 59分


